
クラブマネジャー（正）の勤務・活動日数 240 日 187 日

クラブマネジャー（副）の勤務・活動日数 240 日 154 日

3,600 枚 2,380 枚

指導者の延べ謝金支払人数 8 人 8 人
事業計画及び実績

年度当初計画 実績

プログラム（教室等）の延べ開催数 453 回 470 回

広報活動数（チラシ・月報等の作成枚数）

事業の成果

種目感を超えてどの種目でも参加できるようになり、一教室だけでなく様々な教室に参加する会員
が増えたことで種目間を超えて会員同士が交流する機会が増えた。そのつながりで知り合いを誘っ
て様々な方が体験に来る機会がとても増えた。また、さまざまな場所で体操教室の依頼も増え、町
内のサロンなどで宣伝する機会が増えた。今後も会員増加に向けて頑張りたい。

事業に対する評価

事業を実施し、さまざまなイベントの場で宣伝活動等をさせていただき、昨年より会員が増えた。
また、定期の教室数が増えたことで種目間を超えて多くの会員がさまざまな教室に参加するように
なった。しかし、新規で計画していた定期教室は体験と数回教室を実施したが、軌道に乗ることは
できなかった。今一度検討して今後につなげていきたい。

〔団体としての数値目標〕 〔数値目標に対する結果〕

幅広い世代の会員増加、継続会員の増加を目指
す。

全世代の会員が増えた。２０代～３０代で２名

月 31 日

助成対象期間 6 年目

日 ～ 平成 30 年 3

種目

参加者世代層

地域連携実績

事業実施期間
（当該年度の雇用期間）

平成 29 年 4 月 1

団体の規模
（当該年度の実績）

クラブ会員数 94 人 実施種目数 4

3 名
正クラブマネジャー1名（非常勤）、副クラブマネジャー2名（非常
勤）

その他 0 名

運営委員会の構成員
クラブ運営組織概要

役員 12 名 代表理事1名、副代表理事2名、理事8名、監事1名

運営委員 11 名 理事11名

事務局

事業名 武蔵丘スポーツクラブクラブマネジャー設置事業

活動地域 埼玉県比企郡吉見町

活動拠点となる施設とその概要 武蔵丘短期大学

事業報告書

【総合型地域スポーツクラブ活動助成】

助成事業細目 総合型地域スポーツクラブマネジャー設置事業

助成事業者名 特定非営利活動法人武蔵丘スポーツクラブ

0～19歳 20～39歳 40～59歳 60歳～

都道府県所管課 市町村所管課

地域の学校や教員 他クラブ地元企業



事業名 武蔵丘スポーツクラブクラブマネジャー設置事業

事業報告書

【総合型地域スポーツクラブ活動助成】

助成事業細目 総合型地域スポーツクラブマネジャー設置事業

助成事業者名 特定非営利活動法人武蔵丘スポーツクラブ

備考

※本報告書はA4サイズ2枚で印刷してください。

理由：（　　　　　　　　　　）

公表した内容
(複数選択可)

理由：（　　　　　　　　　　）

事業実施後に、参加者等に対する
満足度調査を行ったか

実施方法

クラブマネジャーの職務内容

■クラブマネジャー（正）
クラブのマネジメント、経理事務処理、年間行事の計画・調整・実施、理事会・総会の開催、運動
指導
■クラブマネジャー（副）
クラブのマネジメント、経理事務処理、年間行事の計画・調整・実施、理事会・総会の開催、運動
指導、クラブマネジャー(正)のサポート

新規会員獲得を目的とした
イベント・講習会の実施状況
（助成事業であるかは問わず）

【健康体力測定】
６月２７日～７月３日　※定期教室の募集チラシの配布。約３００名分
【フラダンス体験会】
７月２３日、３０日　※新規教室開催のための体験会。計１２名
【他イベントでの宣伝活動】
１０月８日鶴ヶ島市民体育館、１１月３日よしみまつり、１１月５日鶴ヶ島スポーツフェスティバ
ル、　　　　１２月３日、１０日、１６日、２３日イルミフェスタ
※募集チラシの配布。
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（　　　　　　　　　　）

HPで事業の実施を告知した

広くチラシを配布した

広報誌・会報誌等で事業の実施を告知した

特定の個人・団体へ声をかけ、事業の実施を告知した

事業の実施に際し、特段の広報・PRは行わなかった

HPで公開

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備

その他

広報誌・会報誌等で公開

特段の情報の公開は行っていない

情報開示請求があった場合に開示

事業の実施状況（助成金の交付を受けている旨を記載し、事業の進捗、途中経過を公開）

事業の実施結果（助成金の交付を受けた旨を記載し、事業の完了報告を公開）

助成金の使途に関する情報（助成金額（交付決定額）及び何に使用したのかを公開）

助成金の交付を受けた旨は公開できない

行った 行わなかった


